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＜病棟連絡事項＞
・馬渡Ｄｒ6/30不在の為診察ありません。


＜部屋移動＞
【転出】
・橋本　芙美子様～東Ｃユニット 5号室　→　南Ｄユニット203号室
・中野　正子様～東Ｃユニット6号室　→　南Ａユニット114号室
【入院】
・青木　文男様～東Ｃユニット5号室
・上長根　幸一様～東Ｄユニット20号室
【ユニット移動】
・本田　未来様～東Ａユニット11号室→東Ｂユニット1号室

＜患者様連絡事項＞
・中山　芳雄様～不眠時トラゾドン5回分処方。

・立花　圭様～臨時薬同内容で7日分処方。

・丹内　栄子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・若沢　理子様～臨時薬アトモキセチン(25)1Ｔ増薬し他同内容にて7日分処方。

・板橋　利美様～臨時薬センノシド中止し他同内容で7日分処方。

・青木　昭弘様～臨時薬同内容で7日分処方。また、母様と面談行っている。

・三浦　英男様～臨時薬同内容で7日分処方。

・秋山　チエ様～臨時薬同内容で7日分処方。

・宮崎　宏之様～臨時薬同内容で7日分処方。

・照井　澄子様～臨時薬同内容で7日分処方。点滴は経管栄養にて水分摂取できるため終了となる。経口摂取は進めるようにと指示有り。

・谷　孝夫様～臨時薬同内容で7日分処方。

・佐々木　理佳様～臨時薬同内容で7日分処方。

・寺井　恵利子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・岩沢　静枝様～臨時薬同内容で7日分処方。また、持参薬処方切れの為当院切り替えにて7日分処方。

・大道　サト様～臨時薬同内容で7日分処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。迷惑行為あり早めに開放観察終了している。不潔行為や自傷行為は無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。午前四肢・体幹身体拘束一時解除して様子観察。食事は両上肢・体幹一時拘束解除して各食全量摂取。服薬拒否無し。再拘束にも拒否無く応じる。帰宅要求や不穏さは無く、静穏に過ごされている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
[bookmark: _GoBack]・鹿島　咲子様～帰宅要求頻回に聞かれ徘徊見られている。各食、数口のみ摂取し終了。服薬拒否なし。



＜新入院患者様情報①＞
日　　時：R4.6.28　11：30
　氏　　名：青木　文男（あおき　ふみお）様
　生年月日：昭和7年1月17日　90歳
　病　　名：認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr.（サポート医：深澤Dr.）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　現在老健たっこに入所中。施設入所前は自宅にて長男家族と暮らしていた。
　　10年以上前より物忘れはみられており、記憶力は徐々に低下し、R3年1月
　にかかりつけの田子診療所にてHDS-Rを受けて5点であり認知症と診断される
　（専門科での精査・鑑別はしていない。）
　　H28年頃より昼夜逆転して夜間に頻回にトイレへ行き、また、覚醒した際に
　食べ物を探し、以前ティッシュの袋を食べようとしていたこともあった。歩行
　不安定さもあり、転倒のリスクが高い状態であった。また、H30年頃に一度
　単独で外出し、家に戻れなくなっていたところを近所の人が発見し連れ帰って
　きたこともある。同時期よりかかりつけの田子診療所への定期受診ができなく
　なっていた。その後も認知機能は徐々に低下し、R4年5月頃に、自宅で転倒
　したことを機に老健たっこへ入所となっている。
　　入所後は、田子診療所の訪問診療を受けている。難聴もあるせいか大声を出
　すことも多く、時折介護抵抗や意に沿わないことがあると興奮してしまうこと
　もある。夜間は頻回にトイレ覚醒あり、不眠で昼夜逆転している状態である。
　主治医より薬剤調整もするが効果に乏しく、頓服のリスパダールを使用しても
　状況は改善していない。施設での対応も困難となってきており、一度入院治療
　にて専門医による薬剤調整を希望し、当院への入院の相談に至る。
　　R4.6.28症状改善目的のため東病棟へ医療保護入院となる。


＜新入院患者様情報②＞
日　　時：R4.6.28　12：47
　氏　　名：上長根　幸一（かみながね　こういち）様
　生年月日：昭和40年5月23日　57歳
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　現在は南郷にて独居生活。若い頃よりギャンブル（パチンコ）
　をしており、のめり込み仕事に行けない日もあり、長く勤め
　ることは少なかった。40歳前後には無職となり生活保護受給
　開始され、気力の低下があり、みちのく記念病院を初診し、
　詳細不明であるが同院に入院加療歴あり。初飲は28歳頃で気
　分の落ち込みがある際に飲酒することで気分の安定を図って
　いた。うつ状態になると睡眠も取れずに飲酒する、昼から飲
　酒するといった日常を送っていた。問題飲酒を感じたのは、
　20数年前より。気分の落ち込みがある際に飲酒することで気
　分の安定を図っていた。うつ状態になると、顔も見られたく
　ない。以前は希死念慮もありH16年5月より、みちのく記念病
　院にて双極性障害・高血圧症の治療開始。通院中ははうつの
　内服加療はされず、下剤や降圧剤、睡眠導入剤等の処方のみ
　であった。睡眠もとれずに飲酒する、気分の安定の為に昼か
　ら飲酒するといった日常をおくっており飲酒すると気持ちが
　大きくなり、犯罪を起こすこともあった。いままでにおきび
　き（飲酒していない時）窃盗×２（飲酒時）自宅で一人でい
　ても断酒が困難であり、断酒治療希望される。
　　R4.6.28アルコール依存症治療プログラム導入目的にて、
　東病棟へ任意入院となる。　　


